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　ミヤコタナゴ Tanakia tanagoは，コイ科タナゴ亜科
に属する日本固有の淡水魚である（中村，1969）．か
つては関東地方に広く分布していたが，生息環境の悪
化により個体数が激減し，現在，自然生息地は千葉県
と埼玉県，栃木県，茨城県に局所的に残存しているの
みである（多紀，1994；望月，1997；細谷，2013；河村，
2015；諸澤ほか，2016）．本種は Tanakia属に分類さ
れているが，分子系統学的解析に基づく分類の再検討
により，単一種からなる Pseudorhodeus属として独立
させることが提唱されている（Chang et.al., 2014）．ま
た，分断された遺存的な分布様式を持つことから，形
質も生息地域ごとに異なっており，生物地理学的に
みても価値の高い種である（河村，2015）．そのため，
本種は 1974年に魚類として初めて国指定の地域を定
めない天然記念物に，さらに 1994年には「絶滅のお
それのある野生動植物の種の保存に関する法律」（種
の保存法）に基づく国内希少野生動植物種に指定され，
捕獲や譲渡，所持，生息地の改変などが厳しく制限さ
れている．しかし，これら保護のための法制度が整え
られているにもかかわらず，生息地へのタイリクバラ
タナゴの導入や愛好者等による密漁，残存個体群の矮

小化にともなう遺伝的多様性の低下などが問題となっ
ており，本種は現在も極めて危機的な状況に瀕してい
る（Kubota et al., 2010; Kubota and Watanabe, 2013; 河村，
2015）．
　今回，著者の一人である中泉が茨城県美浦村内にお
いて，ミヤコタナゴと思われる魚 2個体を採集した．
形態的な特徴から，この 2個体がミヤコタナゴである
と同定したので，ここに報告する．
　これらの個体は，2016年 8月 20日に美浦村内で採
集された．採集された 2個体をそれぞれ個体 A（図
1A），個体 B（図 1B）として，魚体を傷つけないよ
うに水を入れたアクリルケース内で写真を撮影し，そ
の画像から形態的特徴による同定を試みた．これら 2

個体は写真撮影後，採集場所に再放流した．
　個体 A，Bは，ともに体長約 5 cmであり，口角に
発達した 1対の口ひげがある．側線は不完全で，鰓
蓋上端後方に明瞭な暗青色斑がある．体側に縦帯はな
い．背鰭と臀鰭の鰭条間膜に紡錘形の暗色斑がある．
背鰭の分岐軟条数は Aが 8本，Bが 9本．臀鰭の分
岐軟条数は Aが 8本，Bが 9本．体高比（体長／体
高）は Aが 3.0，Bが 2.7．また，吻部に追い星があり，
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鰓蓋付近が紫色，胸鰭と尾柄部から尾鰭が朱色で，臀
鰭および腹鰭の後縁に黒色と朱赤の帯があり，ミヤコ
タナゴの雄の特徴を有している．以上の形態的特徴か
ら，個体 A，Bをそれぞれミヤコタナゴの成魚雄と同
定した．
　ミヤコタナゴは湧水の噴出するようなため池やそれ
に連なる細流，谷津田の最奥部の水路などを生息環境
として利用する（細谷，2013; 河村，2015）．しかし，
今回の 2個体が採集された場所はこのような条件とは
まったく異なる環境であり，ミヤコタナゴの生息環境
として適しているとはいえず，また，これまでミヤコ
タナゴが生息していたという情報もない．一方，近年，
茨城県と千葉県において，密放流と思われる個体が分
布域外の複数の地点で見つかっており，今回採集され

た個体についても状況的にみて密放流の可能性が高い
と考える．ほかの地域の個体群との関係を調べるため
には，今後，美浦村内の個体群について，生息状況の
調査と詳細な遺伝的解析を行う必要がある．
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図 1．茨城県美浦村で 2016年 8月 20日に採取された 2個
体（A，B）の成雄のミヤコタナゴ．いずれも中泉採集．

Fig. 1.  Two adult males (A and B) of Tokyo bitterling Tanakia 
tanago collected in Miho village in August 2016, Ibaraki 
Prefecture.
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